A Study on the Folklore of Miki Town : The Legend of the Virtuous Individual by 長谷川, 奨悟
三木の「義民伝承」について( 1 )
長 谷 川 奨 悟
は じ め に







「夏の義民祭」を 7月18日に本要寺(三木市本町 2丁目3-6)で、「冬の義民祭」を12月 8 日に本
長寺(三木市府内町6-43)で、毎年実施している( 5 )」(下線部は筆者の加筆)と紹介されるよう
に、三木義民顕彰会が主催し、会長である三木市長はじめ幹部職員や市議会関係者の多くが参













































霊に並びに顕彰事業を行うことを目的」とし、その活動は、( 1 )義民の慰霊顕彰、( 2 )遺跡の
保存並びに整備、( 3 )史実の調査研究、( 4 )その他本会の目的達成に必要な事業を行うことと
されている。三木市長が会長を兼任し、三木地区区長協議会議長が実行委員長を務める。その
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( 2 ) 夏の義民祭



























































































( 1 ) 近世三木町と地子免許
美Ṛ川の左岸を中心に展開した近世の三木町は、戦国期に東播磨 8郡の守護職であった別所
氏が築城・拠点とした三木城の旧城下町を基とし、城の周囲には姫路と有馬を結ぶ有馬街道な
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( 2 ) ｢冬の義民祭」の成立とその背景





























に収められ、昭和 8 年 7 月に三木城本丸内に建立される「水害犠牲者慰霊碑｣(27)などと供に
「水害記念絵葉書」(図 8 )として刊行されたほか、『三木町水災誌』の口絵(図 9 )にも使用さ
れている。このように、水害被害からの救済、復興、顕彰は町をあげておこなわれていること
がわかる。また、三木町長池田喜蔵は、この水害からの復興にあたり、郷土史家の小坂恒三郎
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( 1 )「三木市の概要」(http://www.city.miki.lg.jp/profile/gaiyo.html)2019年 1 月 5 日閲覧。
( 2 ) 都市分類は、総務省による「平成18年度地方財政白書」による。(http://www.soumu.go. jp/
menu_seisaku/hakusyo/chihou/18data/index.html)2019年 1 月 5 日閲覧。
( 3 ) 昭和26(1951)年に三木町と美Ṛ川対岸の久留美村が合併して三木町となり、同29年に三木町、別












com/lib/displ ay/?lid =1001000063230)2018年12月 5 日閲覧。
( 5 ) 三木市市民協働課「夏の義民祭」(http://www2.city.miki.lg.jp/miki.nsf/doc/B4898F21120C35F24
9256DC800213162?OpenDocument)2019年 1 月14日閲覧。
( 6 ) 2017年12月におこなった義民顕彰会事務局担当者への聞き取りによる。
( 7 ) 昭和46(1971)年 7 月 1 日、同52年 5 月27日施行の「三木義民顕彰会会則」による。
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